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独相続の厳格な慣行はみられず，多くは長男が 3 分の 2 ，次男が 3 分の l 程度が一般であり，いうなれ
ば，日本の古代以来の嫡庶異分主義の伝統ともいうべき慣行がおこなわれている。女子に対しても，遺
言状によって若干の得分を与えるのが普通であったようである。
以上の分析で明らかになったように，近世村落の身分階層制は，親方・子方百姓といった疑似同族関
係で秩序づけられた東国の村落類型とは，異質のものであるが，他面では，村落社会学が類型化した年
齢階梯制による講組型村落とも異なるものといえる。すなわち，村内が対等平等な講組型とは違って，
層として支配・従属関係にある身分的集団が上下に重層的に重なって村を構成しており，各身分集団内
は臆次による序列付け以外は対等平等である。こうした構造は，名主連合と小百姓，乙名(おとな)百
姓と平(ひら)百姓，長百姓と小百姓という，中世近世を通じて近畿地方に存在した村落の身分構造類
型として把握する乙とができる。入会慣行・村錠や未解放部落の歴史的存在構造にとどまらず，家族・
相続の法的慣行の解明にあたっても，このような構造類型を前提する乙とにより，より科学的整合的な結
論を得る乙とが出来るのではなかろうか。
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第四章は，奈良県吉野郡中荘村樫尾部落の分析を通じて，前章までで明らかになった近世的身分階層
制の最終的崩壊過程を解明しようとしたものである。この地万では，本田昌と犀敷地とを有する本役百
姓=おとな百姓は公事家と称され，古くから村の共有山林の利用権を有していた。本村では，他の零細
農民は半公事家と呼ばれて草山の利用ないし下草刈りしか認められていなかった。借地林業と呼ばれる
吉野地方の植林事業が盛んになり，立木の商品価値が大きくなると，村山を支配していた公事家仲間の
用材林の独占化が進行し，地租改正 lとともなう村持山の成立，市町村制の実施にともなう村有林野の造
成に対応して，公事家山は代表名義による公事家の私的共有山林とされるにいたった。その後，公事家
仲間内部の階層分化が進行して，植林の利益が少数の有力者に集中するようになると，これまで疎外さ
れていた半公事家の公事家山解放闘争がはじまる。明治27年の願書にはじまるこの運動は，迂余曲折を
経ながら最終的 l乙明治42年の区会決議によって勝利する。この公事家山の区有山化をもって近畿地方の
近世的身分階層制は最終的に崩壊したと断定してよいであろう。
論文の審査結果の要旨
上記の者の提出論文『近世村落の身分構造J (昭和59年国書刊行会刊)ならびに参考論文『未解放部
落の入会権』について審査した結果、前者においては，近世の村落内の身分階層制の形成，その矛盾，
動揺，解体，崩壊の全過程が，豊富な史料の実証的分析によって丹念に解明され，また後者においては，
未解放部落に対する差別の実態とその批判およびその入会権の存在が事実に基づいてあきらかにされて
おり，ともに我が国の歴史学・法制史学・法社会学はもちろん，広く法学・社会科学の学界に多大に寄
与する優れた貴重な研究であるとみとめられ，審査委員全員の一致した結論として，同人に法学博士の
学位を授与するに充分な資格があるものと判定する。
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